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そしてタイムリーなことに報告会の翌日の長崎新聞には「新幹線のアンケート結果」が掲載され

ています。結果は「ＦＧＴが開発されるまでリレー方式で待つ」という回答が私の想像した以上に

多く、その方々の多くが「関西直通できなくても仕方ない」と思っていて、しかもどれだけ待てる

かの問いには「１０年以上待てる」という方もかなりの数になっていることは意外な回答結果でし

た。私のなかで最終的に現実性が高い選択肢と思っていた「ミニ新幹線」を望む声が少なかったの

も同様でした。じっくり再考し戦略を練り直さねばなりません。 

今月 11日に県政報告会を開催させて頂きました。ご出席頂きました方に心より御礼申し上げます。 

今回は新幹線について、そもそもの効果とフリーゲージを断念しフル規格が望ましいとするなら

何が問題（今後の課題）なのかを以下の図で説明させて頂きました。 

何がしたい？ 

◆長崎～博多 時間短縮 

最速 （1時間 48分） 

 

目標 （概ね半減） 

◆西日本からの交流人口増 

現状（60万人） 

 

目標（90万人） 

◆Ｈ27.3 北陸新幹線開通 

東京～金沢 4時間 → 2.5時間 

利用者 2.2倍予測が 3倍に 

即、観光産業↑ その先は「民間投資」の増加、都市活力の増進 

石川県の有効求人倍率 1.47倍（全国平均 1.21） 

経済効果 石川県全体で 124億／年（平均所得 2.8万／世帯） 

 

◆心理距離 

人間の行動に決定的な影響をもたらすもの 

（例 ※東京～広島 4時間） 

※心理距離は「乗り換え回数」に影響を受ける。 

新幹線を造った時の需要予測「1回の乗り換えで 30分の時間増加」 

○熊本～新大阪  2時間 59分（従来 3 時間 57分） 旅客数 2.4倍 

○鹿児島～新大阪 3時間 45分（従来 5 時間 2 分） 旅客数 3.4倍 

なぜ？ 

財源がないから 

国のメンツ  

国がフリーゲージでの 

整備にこだわるから 

佐賀県の同意が得られないから 

県民の理解が十分でない 

メリットが少ない  

負担増      

県民の理解が得られない 

県の周知が弱い 

経済界の取り組みが慎重 

市の周知が弱い 

なぜ時間短縮 

できないか 

フル規格で 

ないから 
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併せて最後に「諫早湾干拓開門、新幹線の事例のように、本県と佐賀県で争っているような時

ではない。人口減少対策、雇用の創出、地方創生で県勢の発展、交流人口の促進を目指すのであ

れば長崎県と佐賀県が合併するぐらいのことを考えないといけないのではないか。そうしないと

九州のなかでは福岡県の一人勝ち。互いの強みを活かし、弱みを補完することで生き残りを目指

すのもひとつの選択肢ではないか」と意見を述べました。 

要はこれまでの発想の延長では成果がでない（通用しない）時代になっているんだという認識

を持つことが大事です。ちなみに両県の合併は事務的には両県知事の賛同とそれぞれの県議会で

３分の２の賛成があれば合併できます。まあそんな簡単なことではないですが… 

仮に合併すると例えばピックアップした３項目では以下のような全国順位になります。 

総面積 総人口 県内総生産額 


